
２０２０年度   神戸大学大学院科学技術イノベーション研究科  

博士課程前期課程（一般入試） 小論文試験  

 

 

 

 

 

人 間 活 動 に よ る 環 境 改 変 の 程 度 が あ る 水 準 を 越 え る と ，人 間 社 会 の 持 続 可

能 性 が 脅 か さ れ る と 考 え ら れ る 。 S t o c k h o l m  R e s i l i e n c e  C e n t r e の J o h a n  

R o c k s t r ö m と A u s t r a l i a n  N a t i o n a l  U n i v e r s i t y の Wi l l  S t e f f e n ら は ，2 0 0 9 年 に 学

術 誌 N a t u re に お い て “ A s a f e  o p e r a t i n g  s p a c e  f o r  h u m a n i t y ”と い う 論 文（ N a t u re ,  

4 6 1 ,  4 7 2 - 4 7 5（ 2 0 0 9）） を 発 表 し ， こ の 水 準 を 「 P l a n e t a r y  B o u n d a r i e s」 と 名 付

け た 。 R o c k s t r ö m ら の 論 文 で は 環 境 改 変 要 素 と し て Ta b l e  1 に 示 す 1 0 個 の 項

目 が 提 示 さ れ た 。  

 

次 の 設 問 に 答 え よ 。  

 

（1）裏面の Table 1 の 10 個の“Earth-system process”の中から特に重要と思う項目を 1 つ選

び，その理由と概要について述べよ。（日本語 400 字程度）  

 

（2）こ れ ら の 環 境 に 対 す る 人 間 活 動 由 来 の 改 変 を 減 ら し つ つ ，持 続 可 能 な 開

発 を 行 う 上 で 膜分離が貢献可能であると考えられる項目を 1 つ挙げ， i)その理由と ii)そ

の場合に有効な膜の特徴，および iii)膜以外の代替技術の可能性について述べよ。（1）で

選択した項目でなくともよい。（日本語 400 字程度）  

選 択 問 題 （ 先 端 膜 工 学 分 野 ）  
指 導 教 員 群 記 号 ： Ｂ  



 

Table 1 PLANETARY BOUNDARIES*  

 

* J .  R o c k s t r ö m  e t  a l . ,  N a t u re ,  4 6 1 ,  4 7 2 - 4 7 5（ 2 0 0 9）（ 出題に必要な範囲で一部改変し

て引用） 

* * 1  D . U .  =  地 表 か ら 大 気 圏 上 限 ま で の 気 柱 に 含 ま れ る オ ゾ ン を 地 表 に 集 め た

と 仮 定 し た と き の 標 準 状 態 で の 厚 さ 1 0  m  
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